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研究成果の概要（和文）：本研究では、看護師の職業価値観尺度および日本語版キャリアコンピテンシー尺度を
作成し、それらに関連する要因を解明することを目的として調査を実施した。東北地方に所在する1病院を対象
とした予備調査と、52病院を対象とした本調査の結果から、看護師の職業価値観尺度および日本語版キャリアコ
ンピテンシー尺度が適切な構成概念妥当性と信頼性を有しており、実用可能な尺度であることが示された。続く
関連要因の検討では、看護師の職業価値観がワークライフバランスを示す概念に影響を及ぼしながらワークエン
ゲイジメントに影響を及ぼしていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we devloped nurses' work values scale and a Japanese version 
of career competency scale, and conducted a survey to elucidate the factors related to them. Based 
on the results of a first survey targeting one hospital located in the Tohoku region and the results
 of second survey targeting 52 hospitals, it was showed the validity and reliability of the 
appropriate constructs for the nurses' Work Values Scale and the Japanese version of the Career 
Competency Scale. In the subsequent examination of related factors, it became clear that nurses' 
work values influenced work engagement and the concept of work-life balance.

研究分野： 看護管理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で開発した看護師の職業価値観尺度および日本語版キャリアコンピテンシー尺度によって、看護師が持つ
職業価値観およびキャリアコンピテンシーの適切な測定が可能になった。そのため、看護師の態度、行動、アウ
トカム変数との複雑な関連性を詳細に解明することにつながると考えられる。これらの結果は、看護師の職業移
動に関連する要因の解明や、看護師のキャリアを検討するために有益であり、看護師の適切なキャリア構築は、
質の高い看護ケアの提供にまで影響を及ぼす可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
看護師の離職理由について、結婚・出産が最も多く、それに続く理由は、昇進などキャリアア

ップに関する理由よりも勤務時間や休日が希望通りにならないことが上位に挙げられている。
加えて、夜勤や休日の取り方に関して現状に満足していない看護師ほど離職意向が強くなる。看
護師の離職には、年齢、性別、仕事量、ストレスなどが予測因子として明らかにされてきたが、
転職や復職を含めた複雑な看護師の職業移動には、看護師それぞれに内在する職業や働き方に
対する価値観がその背景にあると考えられる。 
看護師は女性の割合、業務内容、勤務時間の観点から特殊な職業集団であるため、看護師に特

有の職業価値観を明らかにする必要がある。就業者の 94％を女性が占め、約 9 割が正規雇用と
いう点で特殊な職業集団と言える。加えて、感情労働であることや業務内容の特殊性も指摘され
てきた。看護師の約 7 割が病院に就業しているが、病棟に勤務する看護師は育児・介護をするも
の以外は夜勤をせざるを得ず、2 交代勤務・3 交代勤務などの勤務形態や休日に関する自律的な
選択が困難という現状に直面する。そのような環境で働き続ける間に、夜勤を含む労働条件に対
する価値、他者を助けるという利他的な価値、経済的自立性、看護師としての成長・自律に対す
る価値などが形成されると考えられる。 
看護師を対象とした職業価値観の研究では、職業継続意思、職務満足と職業価値観の関連が報

告されているが、用いられた尺度は一般労働者を対象とした尺度であり、前述したような看護師
に特有の価値観が含まれていない。離職、転職、復職など複雑な看護師の職業移動と職業価値観
の関連を明らかにするためには、看護師に特有の価値観を含んだ尺度の開発が必要である。 
加えて本研究では、看護職を対象に、Career Competencies Questionnaire（CCQ）の英語版

を用いて日本語版キャリアコンピテンシー尺度を作成する。看護職を対象に適切にキャリアコ
ンピテンシーを測定することによって、キャリアが多様化した現代日本において、看護職のキャ
リアコンピテンシーがどのようにキャリア開発に影響を及ぼしているのかを明らかにすること
ができると考えられる。 
さらに、看護職の職業価値観尺度および日本語版キャリアコンピテンシー尺度の作成に続い

て、仮説モデルの検証を行う。本研究では、看護職が持つ職業価値観が、看護職のキャリアコン
ピテンシーにどのように影響を及ぼし、さらにワーク・エンゲイジメントや人生の満足度などの
アウトカムにどのように影響を及ぼしているかを明らかにする。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は以下の 3 つである。 
(1) 看護職の職業価値観尺度の作成 
(2) 日本語版キャリアコンピテンシー尺度の作成 
(3) 仮説モデルの検証を行い看護職のキャリアと職業価値観の関連を明らかにすること 
 
３．研究の方法 
 研究方法として、予備調査および本調査の 2回の無記名自記式質問紙調査を実施した。予備調
査の目的は、看護師の職業価値観尺度の作成と日本語版尺度の作成であり、本調査の目的は、尺
度の精度の確認と仮説検証である。以下にそれぞれの調査方法を記載する。 
 
(1) 予備調査 調査方法 
東北地方の任意の地域にある病院の看護管理者に対して、依頼書を送付して研究への協力を

依頼した。その結果 1施設約 300 名の看護職から協力が得られた。研究への協力に同意が得られ
た病院に勤務する看護職に対して、看護管理者を通して説明書および調査票を配布した。説明書
には研究の目的や回答には個人情報が含まれないこと、参加は自由意思であること等を記載し、
調査票への回答をもって同意が得られたものとみなした。回収は留め置き法とするが、封のでき
る封筒を用いることで、プライバシーに配慮した。 
  
(2) 本調査 調査方法 
サンプルサイズ計算より 2,600 名を対象とすることとし、東北地方の 100 床以上の病院 52施

設に対し調査依頼を行った。研究への協力に同意いただけた病院に勤務する看護職に対して、看
護管理者を通して説明書および調査票を送付した。説明書には研究の目的や回答には個人情報
が含まれないこと、参加は自由意思であること等を記載し、調査票の返送をもって同意が得られ
たものとみなした。回収方法は郵送法とした。 
 
４．研究成果 
 予備調査では、調査票を 298 部配布し 282 部の調査票を回収した（回収率 94.6％）。不明回答
を含む 6部を分析対象から除外し、276 部を分析に使用した（有効回答率 92.6％）。対象となっ
た看護師の個人属性は、女性が 262 名（94.9％）、平均年齢 40.6 歳（±9.8）であり、最終学歴



については、看護師教育 3年課程が 139 名（50.4％）と最も多かった。 
 看護師の職業価値観について、尺度原案の項目分析として歪度および尖度の確認、天井効果お
よび床効果の確認を行い、Item-Total 相関分析（以下 I-T 相関）を実施した。因子分析の適合
性については Bartlett の球面性検定を実施し、標本妥当性については Kaiser-Meyer-Olkin（以
下 KMO）値を算出した。次に、探索的因子分析（主因子法、Promax 回転）を行い、質問項目の精
選と、想定した構成概念と同等の因子構造が得られるかの確認を行った。キャリアコンピテンシ
ースケールについても同様の分析を行った。 
 本調査では、東北 6県の 100 床以上の病院 52施設に対し、計 2,600 通の調査票を配布した結
果、1,627 通を回収した（回収率 62.5％）。このうち、回答に不備のあった 39通を除外し、1,587
通を用いて分析を行った（有効回答率 61.0％）。対象となった看護師の個人属性は、女性が 1,464
名（92.2％）、平均年齢 40.7 歳 （± 10.3）であり、最終学歴については、大学・大学院卒が 150
名 （9.5％）であった。 
 看護師の職業価値観尺度について、確証的因子分析として 30項目 4因子構造を想定し共分散
構造分析を行った。看護師の職業価値観尺度の基準関連妥当性を検証するために、短縮版労働価
値観尺度および看護師の職業価値観の下位因子ごとの合計点を用いて算出した Pearson の積率
相関係数を算出した。また、看護師の職業価値観尺度の併存妥当性を検証するために、ワーク・
エンゲイジメント尺度の合計点と、看護師の職業価値観の下位因子ごとの合計点を用いて
Pearson の積率相関係数を算出した。 
 これらの結果から、看護師の職業価値観尺度および日本語版キャリアコンピテンシースケー
ルは適切な構成概念妥当性と信頼性を有しており、実用可能な尺度であることが示された。 
 看護師の職業価値観の関連要因の検討では、work-to-family spillover が、看護師の職業価
値観とワーク・エンゲイジメントの関係を調整することが明らかとなった。さらに、看護師の職
業価値観尺度の 4 下位因子を用いた潜在プロファイル分析によって、看護師は 5 つのサブグル
ープに分類できることが明らかになった。 
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